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症 例

インプラント体埋入後に発症した骨塩量低下によりインプラント体の
除去を行った症例とその後の補綴処置

加 藤 史 輔1）　　福 原 隆 久2）　　永 原 國 央3）　　山 内 六 男4）

Removal of Implant Body from Patient with Decreased Bone Mineral Density 
Developed after Implant Body Placement and Subsequent Prosthetic Treatment

KATO SHIHO1), FUKUHARA TAKAHISA2), NAGAHARA KUNITERU3), YAMAUCHI MUTSUO4)

インプラント体埋入後の骨塩量低下によるインプラント体の動揺を来たし，インプラント体の除去を行っ
た症例について，その概要とその後の補綴処置について報告する．

患者は55歳の女性．下顎両側遊離端欠損に対して下顎両側小臼歯部に 4 本のインプラントを埋入し，マグ
ネットを維持装置とするオーバーデンチャーを装着した．その後，骨塩量が低下したためビスフォスフォネー
ト製剤の投与を受けた．

ビスフォスフォネート製剤の投与後にインプラント周囲の骨吸収によりインプラント体の動揺を来したた
め，インプラント体は順次撤去した．片側のインプラント撤去後には審美性を考慮してアセタールクラスプ
を維持装置とする可撤性義歯を装着した．すべてのインプラントが除去された後にはノンメタルクラスプ義
歯を装着し，機能と審美性を回復した．これらの治療により患者の満足を得ることができた．

キーワード：インプラント，骨塩量低下，ビスフォスフォネート製剤，審美性，ノンメタルクラスプデンチャー

We reported an overview of a case in which a patient developed implant mobility due to decreased bone 
mineral density after implant body placement and received implant removal operation followed by pros-
thetic treatment.  

The patient was a 55-year old female. For her bilateral mandibular free-end missing, 4 implants were 
placed in bilateral mandibular premolar regions with a magnet-retained implant supported overdenture. 
Thereafter, a decrease in bone mineral density was observed; hence, the patient received bisphosphonate 
administration.   

The patient then developed implant mobility due to absorption of bones around the implants after bis-
phosphonate administration. The implant bodies were therefore removed one after another. After removal 
of implants on one side, a removable denture with an acetal clasp-retained device was placed for aesthetic 
purposes. Once all the implants were removed, the patient received a non-metal clasp denture and achieved 
functional and aesthetic restoration. The patient was satisfi ed for these treatment.

Key words: dental implants, decreased bone mineral density, bisphosphonate administration, esthetics, 
non-metal clasp denture
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目 的

ビスフォスフォネート製剤投与患者に対するインプ
ラント治療に関しては種々報告されており，十分症例
選択を行えばビスフォスフォネート製剤投与患者にお
ける問題点である骨壊死は生じにくいとする報告が多
いようである1-4）．一方，インプラント埋入後にビスフォ
スフォネート製剤投与を投与された場合に骨壊死など
の問題を生じる危険性も報告されている5-7）．

今回報告する症例は，インプラント体埋入手術時に
は骨塩量は正常であったが埋入後に骨塩量の低下を認
め，医師からビスフォスフォネート製剤の投与を受け
た後にインプラント体の動揺を生じ，そのためインプ
ラント体の除去を余儀なくされものであり，本報告で
は一連の経過とインプラント体除去後の補綴処置につ
いて報告する．

症例の概要

患者は初診時55歳の女性で，平成15年 6 月に下顎の
インプラント補綴を希望して朝日大学附属病院に来
院した．下顎両側の小臼歯，大臼歯が欠損していた

（図 1 ）．患者が骨造成を望んでいないことから小臼歯
部に 2 本ずつのインプラント体（直径3.75mm　長さ
10mm・8.0mm　タイユナイト MKⅢ，ノーベルバイ
オケアー）を埋入した（図 2 ）．この時点でオステル（オ
ステル AB 社）による測定では，61～69であり，問題
ない値であった8）．その後，マグネットを維持装置と
するオーバーデンチャーを平成16年 3 月に装着した

（図 3 ）．装着後は 3 ヵ月ごとの経過観察を行い，咬合
のチェック，歯科衛生士氏によるブラッシング指導な
どを行っていた．インプラント周囲を含めて口腔内の
清掃状態は良好であった．しかし，平成16年11月の時
点で骨塩量の低下を人間ドックで指摘され，ビスフォ
スフォネート製剤（ボナロン，帝人ファーマ）の投与
を受けた（図 4 ）．インプラント体埋入時点では人間
ドックで骨塩量の低下は指摘されておらず，原因は特
定できないが手術後に骨粗鬆症を発症したと考えられ
る．

経 過

平成16年11月の時点ですべてのインプラント体に骨
吸収像が出現し（図 5 ），平成18年 3 月には左下 5 に
動揺もでたことから同インプラント体の除去を行った

（図 6 ）．その後，右下 5 は平成18年10月，右下 4 は平
成19年 8 月に除去した．図 7 ， 8 は除去後リコール時
に撮影したパノラマ X 線写真を示す．除去したイン
プラント体には，骨組織は存在していなかった（図 9 ）． 

図 . 1 　インプラント埋入前のパノラマ X 線写真
平成15年 6 月23日撮影

図 . 2 　インプラント埋入後のパノラマ X 線写真
平成15年 1 月 6 日撮影

図 . 3 　装着したインプラントオーバーデンチャー
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図 . 5 　インプラント体の骨吸収が出現した時期の
パノラマ X 線写真

平成16年11月10日撮影

図 .10　右下 3 にアセタールクラスプを追加した義歯

図 . 6 　左下 5 インプラント体撤去後のパノラマ X 線写真
平成18年10月17日撮影

図 . 7 　右下 5 インプラント体撤去後のパノラマ X 線写真
平成19年 8 月20日撮影

図 . 8 　右下 4 インプラント体撤去後のパノラマ X 線写真
平成20年 7 月 3 日撮影

図 . 9 　撤去したインプラント体（右下 4 ）

図 . 4 　骨塩量データ



106

片側に 1 本でもインプラントが残存している間はマ
グネットを維持装置としたが，右側すべてのインプラ
ント体を除去した後には，審美性と維持力を考慮し
て右下犬歯にアセタールクラスプ（Pressing Dental）
を義歯に追加した（図10）．左下 5 は平成22年 2 月に
除去した．すべてのインプラント体が撤去された後
にはノンメタルクラスプデンチャー（スマートデン
チャー，和田精密歯研）を新たに製作し，平成22年 4
月に装着した．現在も義歯は問題なく使用されていた

（図11，12，13）．

考 察

ビスフォスフォネート製剤投与患者に対するインプ
ラント治療に関する日本顎顔面インプラント学会の調
査では，ビスフォスフォネート製剤投与患者104例に
インプラント埋入が行われ，インプラント埋入部位の
顎骨壊死の発症は17例であったと報告されており9），
また，口腔外科学会の報告では歯科インプラントが
BRONJ（ビスフォスフォネート系薬剤による顎骨壊死）
の契機となったのは 1 ％しかなかったとしている10）．

図 .11　左下 4 インプラント体撤去後のパノラマ X 線写真平成25年 1 月28日撮影

図 .12　現在の口腔内

図 .13　装着したノンメタルクラスプデンチャー
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しかしながら，ビスフォスフォネート製剤投与患者に
対するインプラント治療を行っても問題を生じないと
する報告も多い1-4）．松尾ら9）によってビスフォスフォ
ネート製剤投与患者に対するインプラント治療に対す
る治療方針は各施設間で差があることが報告されてお
り，症例選択などのガイドライン策定も必要かと思わ
れる．

一方，歯周病患者におけるインプラント治療の指針
200811），歯科インプラント治療指針12）では，骨粗鬆症
をインプラント治療のリスクファクターとしてあげて
いるが，口腔インプラント治療指針201613）では，骨粗
鬆症をインプラント治療のリスクファクターとしてあ
げているものの，骨粗鬆症はインプラント治療の成功
率を低下させるという論文と影響がなかったとする論
文があり，現時点では明確な結論は出ていないと記載
している．今回の症例は，理由は不明であるがインプ
ラント体埋入後に急激な骨塩量の低下を生じたが，60
歳代の女性では約半数が骨粗鬆症の状態にあると推定
されており14），インプラント埋入後に骨塩量が低下し，
骨粗鬆症が発症，進行することは十分に考えられる．
動物実験でもインプラント埋入後に骨粗鬆症を発症さ
せ場合にインプラント周囲骨の骨梁が減少することは
明らかにされている15）．しかし Shibli ら16）は，骨粗鬆
症であってもすでに骨結合した後であれば必ずしも問
題とはならないと報告している．一方，Kwon ら5）は
インプラント患者で BRONJ を生じた19例を報告し，
内 3 例がインプラント埋入後にビスフォスフォネート
製剤が投与されていたと報告している．池野ら6）も，
インプラント埋入後にビスフォスフォネート製剤が投
与され，BRONJ を発症した 7 症例を報告しており，
原因としてはインプラント埋入後の適切なメインテナ
ンスを受けていないことにあると述べている．岸本7）

もインテグレーションを獲得していてもその後のイン
プラント周囲炎による持続的な局所の炎症性変化はビ
スフォスフォネートを顎骨で集積して蓄積を生じるた
め，垂直的感染とともに顎骨壊死の発症のリスクを高
めている可能性を示唆している．

しかしながら，根岸ら17）はインプラント埋入後にビ
スフォスフォネート製剤が投与された症例においてイ
ンプラント周囲の歯槽骨頂部に骨増生を認めており，
必ずしもインプラント埋入後のビスフォスフォネート
製剤の投与が骨吸収を引き起こすとは限らない．この
点に関してはさらなる基礎・臨床研究が必要かと思わ
れる．

本患者では，ビスフォスフォネート製剤を約 2 年間
服用しても骨塩量の増加が得られず，十分なメインテ
ナンスを行ったにもかかわらずインプラント体の除去

に至った．今後は，インプラント治療を希望する患者
の増加に伴いこのような患者が増加することも予想さ
れる．そのため，特に骨粗鬆症の状態にあると推定
される割合の多い年代の女性患者14）では十分なイン
フォームドコンセントと術後の管理が必要ではないか
と思われる．

患者は審美性に対する要求が高かったが，片側のイ
ンプラントが喪失した後には歯冠色で審美性の高いレ
ジン性クラスプであるアセタールクラスプ18）を義歯に
追加し維持力を回復するとともに，審美性に対する患
者の要求に答えた．また，両側のインプラントが喪失
した後にはノンメタルクラスプデンチャー19）を新たに
製作し，審美性に対して患者の十分な満足を得ること
ができた．以上のことから，インプラント体除去後の
補綴処置に対して，審美性を訴える場合にはノンメタ
ルクラスプデンチャーは有効と思われる．

結 論

インプラント体埋入後に骨塩量の低下を認め，ビス
フォスフォネート製剤の投与を受け，結果的にインプ
ラント体の除去を行った症例について，一連の経過と
インプラント体除去後の補綴処置について報告した．

本論文において，開示すべき利益相反状態はない．
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